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平 成 年
月 日

（金曜日）

一

保
安
林
の
所
在
場
所

長
門
市
油
谷
河
原
字
洗
川

萩
市

須
佐
地

山
口
県
告
示
第
四
百
五
十
三

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

安
林
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四

山
口
県
告
示
第
四
百
五
十
二

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四

市
町
が
行
う
土
地
改
良
事
業
の

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四

市
町
名

施
行

年
山
口
県
規
則
第
百
二
十
三
号

第
一
号
中
「
厚
狭
郡
」
の
下

棚
村
及
び
小
串
町
」
に
改
め
、

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か

告

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四

山
口
県
規
則
第
七
十
六
号

山
口
県
中
山
間
地
域
振

を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
中
山
間
地
域
振
興
条

六
九
六
の
一
、
六
九
六
の
二
、
六

区

か
ん
が
い
排
水

号
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五

。日

山
口

号
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十

施
行
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
同
意

日

山
口

地
区

事
業
の
種
類

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

に
「
王
喜
村
及
び
」
を
加
え
、
「

第
六
号
中
「
及
び
周
防
村
」
を
削

ら
施
行
す
る
。

示

日

山
口

興
条
例
第
二
条
第
六
号
の
規
則
で

例
第
二
条
第
六
号
の
規
則
で
定
め

一

九
六
の
五
、
六
九
六
の
七
、
六
九

平
成
二
一
、
一
一
、
二

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
知
事

二

井

関

成

六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

し
た
。

県
知
事

二

井

関

成

同

意

年

月

日

る
。

及
び
川
棚
村
」
を
「
、
黒
井
村
、

る
。

県
知
事

二

井

関

成

定
め
る
区
域
を
定
め
る
規
則
の
一

る
区
域
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十

六 四保 、 川 部八

規

則

告

示



平

産
部

成 年 月 日 金曜日

三

山 口

一
限三七三

二

（定期）県 報

市
経

第 号

の六
二三

森
林
整
備
課
及
び
長
門
市
経
済
振

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り

保
安
林
の
所
在
場
所

長
門
市
三
隅
上
字
後
山
一
三
六
の

る
。
）
、
字
長
尾
一
四
〇
、
一
四

五
六
五
、
字
小
太
郎
一
八
二
、
一

、
二
八
八
の
一
、
字
黒
岩
三
二
八

隅
中
字
大
久
保
八
七
五
の
一
、
八

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、

済
振
興
部
農
林
課
に
備
え
置
い
て

一
〇
、
六
九
七
の
一
、
六
九
七
の

、
字
中
串
刈
七
五
六
の
一
、
字
大

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ

興
部
農
林
課
に
備
え
置
い
て
縦

め
な
い
。

と
が
で
き
る
立
木
は
、
長
門
市

と
お
り
と
す
る
。

栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及

一
、
一
三
六
の
四
、
一
三
六
の

二
の
一
、
一
四
二
の
二
、
一
六

八
三
、
字
着
二
〇
九
の
九
、
字

、
三
三
三
、
三
九
二
、
一
六
一

七
五
の
七
か
ら
八
七
五
の
九
ま

と
お
り
と
す
る
。

栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林

縦
覧
に
供
す
る
。
）

二
、
六
九
七
の
四
、
字
岡
田
ケ

掛
七
五
七
の
一

め
な
い
。

と
が
で
き
る
立
木
は
、
長
門
市

覧
に
供
す
る
。
）

森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

三
〇
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

三
、
三
五
六
〇
、
三
五
六
二
、

僧
都
二
四
五
、
字
船
ケ
迫
二
八

三
、
字
荒
平
一
七
六
四
の
一
、

で 水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
長
門

浴
七
四
六
の
一
、
七
四
六
の
一

森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

大

島

郡

周
防
大
島
町

一

区
域
の
名
称

砂
畑

地
区

二

区
域
の
範
囲

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地

と
六
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま

郡

名

町

名

山
口
県
告
示
第
四
百
五
十
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

南
岩
国
尾

道
路
の
区
域

区

岩
国
市
南
岩
国
町
二
丁
目
六
〇
四
の

同
市
尾
津
町
二
丁
目
四
九
七
の
一
〇

山
口
県
告
示
第
四
百
五
十
四

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法

路
の
区
域
を
決
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二

お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四

東
安
下
庄

江

ノ

口

七
七

山
口

に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六
号
ま

れ
た
区
域

大

字

名

字

名

地

号
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
次

日

山
口

津
線

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

五
地
先
か
ら

地
先
ま
で

最
狭

二
〇
・
一

最
広
一
一
六
・
八

号
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一

十
一
年
十
二
月
四
日
か
ら
一
月
間

。日

六
の
三

一
号

県
知
事

二

井

関

成

で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一

番

標

柱

番

号

四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第

の
区
域
を
指
定
す
る
。

県
知
事

二

井

関

成

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

一
、
三
二
三
・
〇

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

二

号 三 道に



平成

五

年 月 日 金曜日

株
三四

山 口 県

一二
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（
三大

と
お当

工
労

第 号

〃〃〃〃〃

変
更
年
月
日

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

式
会
社
山
口
明
屋
書
店

愛
媛

変
更
に
係
る
事
項
の
概
要

変

更

に

係

る

事

項

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称

届
出
年
月
日

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所

名

称

明
屋
書
店

所
在
地

山
口
市
大
内
御
堀
一

届
出
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に

名

称

公

六
七
）
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十

り
大
規
模
小
売
店
舗
に
関
す
る
届

該
届
出
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二

働
部
商
政
課
及
び
山
口
市
経
済
部

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

県
松
山
市
湊
町
四
丁
目
一
の
一

変

更

前

明
屋
書
店

大
内
御
堀
店

明

山
口
県
知

在
地

大
内
店

一
六
八
の
一

代
表
者
の
氏
名

住

告

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条

出
に
係
る
事
項
の
変
更
の
届
出

月
四
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
四

商
工
振
興
課
に
お
い
て
公
衆
の

砂

畠

三
七
〇
の

〃

七
六
三

〃

七
六
〇
の

江

ノ

口

七
七
六
の

〃

七
七
六
の

九

安
藤

大
三

変

更

後

屋
書
店

大
内
店

事

二

井

関

成

所

代
表
者
の
氏
名

届
出

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

が
あ
り
ま
し
た
。

月
五
日
ま
で
の
間
、
山
口
県
商

縦
覧
に
供
し
ま
す
。

一

二
号

三
号

五

四
号

一
四

五
号

三

六
号

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四

（
三
六
九
）
大
規
模
小
売
店
舗

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（

二
十
一
年
七
月
十
四
日
山
口
県

関
市
か
ら
意
見
を
聴
き
ま
し
た

当
該
意
見
は
、
平
成
二
十
一

工
労
働
部
商
政
課
及
び
下
関
市

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
株

式
会
社

三

変
更
に
係
る
事
項

駐
輪
場
の
位
置

四

届
出
年
月
日

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十

五

変
更
年
月
日

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二

商
工
課
及
び
岩
国
市
周
東
総
合

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称

名

称

（
仮
称
）
ザ

所
在
地

岩
国
市
周
東

二

届
出
者
の
名
称
及
び
住
所

名

称

（
三
六
八
）
大
規
模
小
売
店
舗

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（

と
お
り
大
規
模
小
売
店
舗
に
関

当
該
届
出
及
び
経
済
産
業
省

か
ら
平
成
二
十
二
年
四
月
五
日

日

山
口

立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第

公
告
（
二
二
二
）
に
係
る
大
規
模

。年
十
二
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
二

観
光
産
業
部
商
工
振
興
課
に
お
い

兵
庫
県
姫
路
市
北
条
口
四
丁
目

六
日

十
一
日

支
所
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供

日

山
口

及
び
所
在
地

・
ビ
ッ
グ
周
東
店

町
下
久
原
四
七
四
の
一

並
び
に
代
表
者
の
氏
名

住

立
地
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第

す
る
届
出
に
係
る
事
項
の
変
更
の

令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書

ま
で
の
間
、
山
口
県
商
工
労
働
部

三

県
知
事

二

井

関

成

よ
る
意
見
の
聴
取

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

年
一
月
四
日
ま
で
の
間
、
山
口
県

て
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

四

藤
本

昭

し
ま
す
。

県
知
事

二

井

関

成

所

代
表
者
の
氏

よ
る
届
出

六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

類
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
四

商
政
課
並
び
に
岩
国
市
農
林
経
済

成下商 名 の日部

公

告



平成 年 月 日 金曜日

大
二
十

見
書当

商
工

一

山 口

一二（
三

（定期）県 報

大
二
十

門
市当

工
労

第 号

一二（
三

名

称

ヒ
マ
ラ
ヤ
新
下
関
店

規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十

一
年
七
月
十
四
日
山
口
県
公
告

の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

該
意
見
書
は
、
平
成
二
十
一
年
十

労
働
部
商
政
課
及
び
下
関
市
観
光

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所

名

称

ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
ナ
フ

所
在
地

長
門
市
東
深
川
七
六

意
見
の
概
要

特
に
配
慮
を
求
め
る
事
項
は
な
い

七
一
）
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十

一
年
七
月
十
七
日
山
口
県
公
告

か
ら
意
見
を
聴
き
ま
し
た
。

該
意
見
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二

働
部
商
政
課
及
び
長
門
市
経
済
振

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所

名

称

ヒ
マ
ラ
ヤ
新
下
関
店

所
在
地

下
関
市
伊
倉
新
町
五

意
見
の
概
要

交
通
に
係
る
事
項
、
騒
音
の
発
生

七
〇
）
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条

（
二
二
二
）
に
係
る
大
規
模
小
売

二
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
二
年

産
業
部
商
工
振
興
課
に
お
い
て

山
口
県
知

在
地

在
地

コ
長
門
店
新
館

二
の
一

。第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条

（
二
二
六
）
に
係
る
大
規
模
小
売

月
四
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
一

興
部
商
工
観
光
課
に
お
い
て
公

山
口
県
知

在
地

丁
目
五
〇
〇
九

に
係
る
事
項
、
街
並
み
づ
く
り

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
意

一
月
四
日
ま
で
の
間
、
山
口
県

公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

事

二

井

関

成

意
見
書
の
提
出

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
長

月
四
日
ま
で
の
間
、
山
口
県
商

衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

事

二

井

関

成

等
に
つ
い
て
配
慮
を
求
め
る
。

意
見
の
聴
取

別
表
第
一
の
四
十
三
の
表
第

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四

山
口
県
公
安
委
員
会
の

程

山
口
県
公
安
委
員
会
の
権
限

員
会
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を

三

作
業
の
期
間

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十

公

安

山
口
県
公
安
委
員
会
規
程
第

山
口
県
公
安
委
員
会
の
権
限

公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量

二

作
業
の
地
域

萩
市
三
見
、
下
松
市
大
字

所
在
地

下
関
市
伊
倉

二

意
見
の
概
要

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

（
三
七
二
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土

五
条
の
三
第
四
項
の
項
を
次
の
よ

日権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に

に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

六
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
十

委

員

会

四
号

に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す

知
が
あ
り
ま
し
た
。

日

山
口

及
び
地
形
測
量
）

山
田
及
び
長
門
市
三
隅
中

新
町
五
丁
目
五
〇
〇
九

等
に
つ
い
て
配
慮
を
求
め
る
。

律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
山
口
河

う
に
改
め
る
。

山
口
県
公
安
委
員
会

関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

る
規
程
（
平
成
元
年
山
口
県
公
安

九
日
ま
で

る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

県
知
事

二

井

関

成

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四

川
国
道
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お

四

規委 を 条り

公

安

委

員

会



平成

第

年 月 日 金曜日

項

」
「

第 第

二
項第別

山 口 県

第 第 第別第別

（定期）報

別第 第 第別第

第 号

第 第別第 第

射
少
年

条 に
、
「

会
習

講

」
を
「

講
等

銃
猟

の
条

５

８
の
条

５

項
１

第

」
を

の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。射

少
年

項
１

第
条表

第
一
の
四
十
四
の
表
に
次
の
よ

安
銃
猟

項
３

第
２

の
条

安
銃
猟

項
６

第
２

の
条

安
銃
猟

項
７

第
２

の
条表

第
一
の
四
十
四
の
表
第
五
条
の

研
験
試

号
３

第
条

２表
第
一
の
四
十
四
の
表
第
五
条
の

表
第
一
の
四
十
三
の
表
第
九
条
の

の
条

９

の
条

９

射
少
年

項
１

第

の
条

９

射
少
年

項
１

第

射
少
年

項
２

第

表
第
一
の
四
十
三
の
表
第
二
十
七

５

安
銃

猟
項

１
第

２
の

条

項
４
第

３
の

条

の
条

９
〕
用

準
託
委
等

銃
猟

項
３

第
表
第
一
の
四
十
三
の
表
第
五
条
の

講
能
技

項
１

第
５

の
条

５

講
能
技

項
４

第
５

の
条

５

考
る

け
お

に
習

講
格

資
撃

査

会
習

」
に
改
め
、
同
表
中

「

第第

条

項
１

第
条

」
に

日
催
開

の
会

習
講

格
資

撃
表
公

の
等

時

う
に
加
え
る
。

の
報
情

の
へ

員
委

導
指

全

の
修

研
員

委
導

指
全

供
提

嘱
解

の
員

委
導

指
全

施
実

七
第
二
項
の
項
の
前
に
次
の
よ

条
の
備

設
造

構
の

設
施

究
定

設
の

件

七
第
二
項
の
項
中
「

７
の

条
５

第

十
第
二
項
の
項
の
次
に
次
の
よ

講
格

資
撃

定
認

の
格

資
撃

習
講
格

資
撃

催
開

の
会

習

付
交
の

書
明

証
了

修

条
の
三
の
項
の
次
に
次
の
よ
う

習
講

嘱
委

の
員

委
導

指
全

会
）

会
習

講
格

資
撃

射
少

年
開

四
第
二
項
の
項
の
次
に
次
の
よ

の
務
事

催
開

習

施
実

の
習

託
委

部
一

改
め
、
同
表
第
六
条
の
三
第

う
に
加
え
る
。

項
２
第

」
を
「第

２
第
条

う
に
加
え
る
。

に
加
え
る
。

部
一
の
務

事
催う

に
加
え
る
。

第
年

条

別
表
第
一
の
四
十
五
の
表
第

第
の
条

第
〕
用
準
の
条

第
の
条

第
〕
用
準
の
条

第
の
条

項
２

第

第
〕
用
準
の
条

」

九
第
二
項
〔
準
用
〕
第
十
一
条

別
表
第
一
の
四
十
五
の
表
第

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
技

条

別
表
第
一
の
四
十
五
の
表
中

「

第第

７
の
条

８
の
条

の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
必

号
２
第

項
１
第
条

別
表
第
一
の
四
十
五
の
表
第

第
項
２
第
条

第
〕
用
準

推
項
２
第
条

別
表
第
一
の
四
十
五
の
表
中

「

第
条
２
第

項
２
第
条
２
第

３
第

項
４
第
条
２
第

項
３

項
３
第
条
３
第

項
２
第
条

」

申
講
受
習
講
格

資
撃
射
少

理
受
の

書
込

十
四
条
第
一
項
の
項
中
「第

第
条

第
条

第
〕

用
準
条

を

第
条

第
〕

用
準

第

条

項
２
第

条

第
〕

用
準
条

の
三
十
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う

六
条
の
四
の
項
中
「

４
の

条
６

第

受
の
書
込
申
講

受
習
講
能

理

「

第第

条

す
有
を
験
経

識
知
な
要

条

定
認
の

師
医
る

三
条
第
五
項
の
項
の
次
に
次
の
よ

理
受
の
知
通
の

し
消
取
薦

「

第
条
４
第

項
２
第

条
４

第

項
４
第

条
４
第

項
３

を

第
条
６
第

項
２
第

条
６

第

項
３

五

項
１

」
を
「第

項
１
第

条

」

に
改
め
、
同
表
第
十
一
条
の

」に
加
え
る
。

」
を
「第

条

」
に
改
め
、
同
項

う
に
加
え
る
。

に
改
め
、
同
表
第
三
条
第
五

」

に 十 の 項



平

第

成 年 月 日 金曜日

第別
七
条

る
。第 第 第

山 口

第別
繰
り第 第

（定期）県 報

第
三

に
、

「

第 第 第 第

第 号

改
め

項

」
「

第 第 第 第

項
３

第
３

の
条

７
〕
用

準

理
嘱
解

条
８

令
命

表
第
二
の
十
九
の
表
第
四
条
の
二

の
三
第
三
項
、
第
九
条
の
五
第

項
１

第
３

の
条

４

項
３

第
３

の
条

７
〕
用

準

項
２
第

３
の

条
４

機
知

認

す
定

指

条

」

表
第
一
中
八
十
六
の
表
を
八
十
七

下
げ
、
四
十
六
の
表
の
次
に
次
の

則
規

員
委

導
指

全
安

銃
猟

成
平

猟
項

１
第
条

２

項
条

拠
根

者
係

関
項

２
第

条
２

安
銃

項
〔
準
用
〕
第
十
七
条
の
三
第

「

項
事

載
記

の

」
を
「

銃
擬

模

項
４

第
２

の
条
〕
用

準
項
２

第
３

の
条

を

項
５

第
２

の
条
〕
用

準
項
２

第
３

の
条 、

同
表
第
十
四
条
第
二
項
の
項

を
「

項
事

載
記

の

」
に
改
め
、
同

項
３

第
条

項
２

第
４

の
条

を

項
３

第
４

の
条

項
４

第
４

の
条

」

機
の
明

弁
び

及
知

通
の

由
与

付
の

会

第
一
項
〔
準
用
〕
第
五
条
の
四

四
項
及
び
第
九
条
の
十
第
三
項
の

の
師

医
る

施
実

の
査

検
能

師
医

該
当

び
及

令
命

診
受

第

の

条

」

の
表
と
し
、
四
十
七
の
表
か
ら

一
表
を
加
え
る
。

則
規

会
員

委
安

公
家

国
年

第

の
員
委

導
指

全

内
の

務
事

周
の

へ

定
設
の

域
区

動
活置

措
の

知

「第
項

３
第

２
の

条

二
項
の
項
中

第
〕

用
準

等
造

製
器

項
２

第
３

の
条

項
事

載
記

の
）

書
出

届
「

第
項
４

第
条

第
〕
用

準
項
２

第
条

に

第
項
５

第
条

第
〕
用

準
項
２

第
条

中
「第

項
２

第
条

」
を
「第

表
中

「

第第

項
３

第
条

項
２

第
条

に

第第

項
３

第
条

項
４

第
条

」

第
三
項
、
第
六
条
第
三
項
、
第

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

出
提
の
書

断
診 八

十
五
の
表
ま
で
を
一
表
ず
つ

）
号

容

第
項
３
第

条

を

第
」

〕
用

準
」
項
２

第
条

」
に
改
め
、
同
表
中

改
め
る
。 項
２

第
条

」
に
、
「

事
載

記

改
め
、
同
表
第
十
七
条
の
二

第

項
４

猟
項
３

第
２
の
条

別
表
第
二
の
十
九
の
表
第
十

同
表
中

「
第第

項
７
第
・

項
６
第
条

項
９
第
・

項
８
第
条

」

二
第
二
項
の
項
の
次
に
次
の
よ

別
表
第
二
の
十
九
の
表
第
七

に
、
「

証
可
許

」
を
「

証
可

許

の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

の
条
９
第

の
条
９
第

年
項
２

第

す
用

準
て

い
お
に

項
２

第

９
第
、
項

２
第

条
８

第
るの
条
す
用
準
て
い
お

に
項
３

第

の
条
５
第

返
第
条
８
第
る

第
５
の
条
５
第

項
３

第
４

項
４

第
５
の
条
９
第

項
３

の
条
９
第

の
条
９
第

項
３

第
び 少 習 猟

項
３

第

別
表
第
二
の
十
九
の
表
第
五

及
び
第
九
条
の
十
第
三
項
の
項技

項
２

第
５
の
条
５
第 別

表
第
二
の
十
九
の
表
中

「

４
第

項
１

第
３
の
条
４
第

項
２

第
３
の
条

」

三
項
〔
準
用
〕
第
五
条
の
四
第

う
に
改
め
る
。

項
３

第
３
の
条
５
第

員
委
導

指
全
安
銃

〕
用
準

供
提

の
報
情
の
へ

条
の
六
第
一
項
の
項
中
「

砲
銃

」

を
「

第第

項
８
第
・
項
７
第

条

第
・
項
９
第

条
項

う
に
加
え
る
。

条
第
二
項
の
項
中
「

資
撃
射

少
年

２
第

条
７

第

）
証

定
認

格

」
に

る
。

交
の
証
定
認
格

資
撃
射
少

資
撃
射

少
年

る
係

に
納

付

習
講
等
銃

受
の
証

定
認
格

書
明
証
了
修書

明
証
了
修

合
定
検

能
技

練
、
証

定
認
格
資
習
教
、

明
証
了

修
習

講
格

資
撃

射
は

又
え
換
書

失
亡
の

）
書

付
交
再

条
の
三
第
三
項
〔
準
用
〕
第
五
条

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

交
の
書
明
証
了

修
習
講
能

付

を
「

４
第

項
１
第
４
の

条
４
第

項
２

第
４

の
条

三
項
、
第
九
条
の
五
第
四
項
及
び

を
「

等
包

実
び

及
砲

銃

」
に
改
め

」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
七
条

「

項
項

２
第

条
７

第

」
を

の
条

９
第

〕
用

準
項

３
第

改
め
、
同
表
第
九
条
の
十
二
第
三

習
講
能
技

、
書
明
証
格領

届
の
等

年
、
証

定
認
格
資

及
理

受
の

出

の
四
第
三
項
、
第
九
条
の
五
第
四

」
に
改
め
、
同
表
第
五
条
の
三

第
九
条
の
十
第
三
項
の
項
を
次
の

六

、の 」項 項 第よ



平成

第 第

年 月 日 金曜日

第 第 第 第 第 第 第 第

山 口 県

第 第 第 第 第 第 第 第 第

（定期）報

第別第 第

第 号
第別第別

「

第

事
可
許

項
１

第
条

刀
砲
銃

項
１

第
条 条

請
申
等

条

期
可
許

条

項
１

第
条
〕
用

準
換

書
証
刀

砲
銃

条

刀
砲
銃

条

な
た
新

項
１

第
条

６

項
３

第
条

５

刀
砲
銃

条

項
５
第

条
用
使

項
３

第
条

５
〕
用

準
書

明
証
人の
認
確

条

命
刻
打

条条
〕
用

準
条条

教
、
書

付
交

再
修

習
講

条

３
の

条
７

付
交

再 」
を

表
第
二
の
二
十
一
の
表
を
次
の
よ

締
取

等
持

所
類

剣
刀

砲
銃

行
施

法人
項

２
第
条

５

項
条

拠
根

項
３
第

条
６

救
命

項
事
載
人

用
使

〕
用
準

安
銃
猟

項
６

第
２

の
条表

第
二
の
二
十
の
表
第
一
条
の
二

講
能
技

項
１

第
条表

第
二
の
二
十
の
表
第
六
条
第
一

請
申
消

抹
項

項
２

第
条

６

請
申
還

返
類

剣

理
受
の

書

間

理
受
の

）
書

理
受

の
書

類
剣

領
受
の

書
請

申
長

延

書
請
申

換
書

証
可

許
持

所

剣

理
受
の

）
書

請
申

少
年

申
付

交
再
証

可
許

持
所

類

付
交

の
証

可
許

受
の
書

請

納
返

等
証

可
許

持
所

類
剣

明
証
済

出
届

受
の
書

出
届

書
の

）
事
従

に
等

助
救

命
人

た

理
受

の
出
届

の
等

失
亡

領
受

の
類

剣
刀

砲
銃

の
め

再
書

明
証

了

付
交

の
書

令

書
請

申
等

付
交
能

技
、
書

請
申

等
検

能
技

格
資

習
書

明
証

了
修

習
講

書
請
申

等
付

交
再

証
定

認
射
少

年
、

書
請

申
等

練
、

第

了
修

習
講

格
資

撃

条

」
に

う
に
改
め
る
。

則
規

す
事
従

に
等

助

内
の

務
事届

の
書
明

証
済

出
届

者
る

書
出

る
す
事

従
に

等
助

救
命

人
理
受

の
出

届
の

更
変

の
者

施
実

の
修

研
員

委
導

指
全

第
三
号
の
項
を
次
の
よ
う
に
改

知
通
の

等
時

日
施

実
の

習

項
の
項
を
削
り
、
同
表
中

「

第

定
認
格
資

撃
射

項
２

第
条

合
定

済
出
届
者

る
す理 理

請
申

等
付

交
再

書
明
証
格

再
書

明
証

証
定
認
格

資
習

付
交

改
め
る
。

記
の
）
書

出
届

付
交

容

め
る
。

当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

貴
重
品
運
搬
警
備
業
務

種

別

貴
重
品
運
搬
警
備
業
務

二

検
定
の
日
時
及
び
場
所

日

平
成
二
二
、

三
、

六

三

受
検
資
格

山
口
県
内
に
住
所
を
有
す

住
所
を
有
す
る
も
の
（
以
下

山
口
県
公
安
委
員
会
告
示
第

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年

の
検
定
を
次
の
と
お
り
実
施
す

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四

一

検
定
を
行
う
警
備
業
務
の

繰
り
下
げ
、
二
十
一
の
表
の
次

則
規

員
委
導
指

全
安
銃
猟

項
２
第
条
２
第

項
条

拠
根

関

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
一

第第

年
条

第

年
条

第

立
条

第

使
条

台
条

別
表
第
二
中
三
十
五
の
表
を

二
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書

級

受
検
定
員

一
級

三
十
名

時

午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で

山
口

山
口

る
者
又
は
山
口
県
内
の
営
業
所
に

「
県
外
在
住
警
備
員
」
と
い
う
。

六
十
二
号

法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
十
三
条

る
。

日種
別
及
び
級
並
び
に
受
検
定
員

に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

の
知
周

の
へ
者
係

の
務

事

置
措

年
十
二
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

書
請
申
定
認
格

資
撃
射
少

定
認
格

資
撃

射
少

理
受
の

検
入

の
書
請

申
付
交

再
証

書
告

報
績
実

用

告
通

の
査

び
及
載

登
の

へ
帳

理
受

の

理
整
の
そ

三
十
六
の
表
と
し
、
二
十
二
の
表

七

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ

場

所

市
仁
保
下
郷
一
四
五
九
番
地

県
警
察
学
校

属
す
る
警
備
員
の
う
ち
山
口
県
外

）
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
警
備
員

山
口
県
公
安
委
員
会

理
受

容
内 か

ら
三
十
四
の
表
ま
で
を
一
表
ず

っ に該 等 つ



平
成
二

平
成
二

平成 年 月 日 金曜日

七
収

八九

山 口 （定期）県 報

五
者に

六

第 号

四
十の十

一
年
十
二
月
四
日
印
刷

十
一
年
十
二
月
四
日
発
行

署
、
県
外
在
住
警
備
員
に
あ
っ
て

る
警
察
署
に
請
求
す
る
こ
と
。

受
検
手
数
料

一
万
六
千
円
に
相
当
す
る
山
口
県

入
証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ

受
検
票
の
交
付

検
定
申
請
書
を
提
出
し
た
警
察
署

そ
の
他

検
定
申
請
書
は
、
山
口
県
内
に

あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
が
属
す
る

２

県
外
在
住
警
備
員
に
あ
っ
て

る
書
面

３

三
の

に
該
当
す
る
者
に
あ

明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
者
等

４

三
の

に
該
当
す
る
者
に
あ

写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

影
し
た
無
帽
、
正
面
向
き
、
上
三

撮
影
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。

検
定
申
請
書
の
提
出
先

山
口
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
に

が
属
す
る
山
口
県
内
の
営
業
所
の

あ
っ
て
は
そ
の
者
が
属
す
る
山
口

提
出
書
類

検
定
申
請
書

添
付
書
類

１

山
口
県
内
に
住
所
を
有
す
る

て
、
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を

あ
る
も
の

公
安
委
員
会
が

に
掲
げ
る
者

検
定
申
請
書
の
受
付
期
間
及
び
時

平
成
二
十
二
年
一
月
十
八
日
（
月

分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

な
お
、
受
付
期
間
内
で
も
、
申
請

と
す
る
。

発
行
所

山

口

県

発
行
人

山
口
県
知

は
そ
の
者
が
属
す
る
山
口
県
内

収
入
証
紙
を
検
定
申
請
書
の
下

と
。

に
お
い
て
交
付
す
る
。

住
所
を
有
す
る
者
に
あ
っ
て
は

山
口
県
内
の
営
業
所
の
所
在
地

は
、
そ
の
者
が
山
口
県
内
の
営

っ
て
は
、
貴
重
品
運
搬
警
備
業

が
発
行
す
る
当
該
警
備
業
務
の

っ
て
は
、
一
級
検
定
受
検
資
格

、
横
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

分
身
像
及
び
無
背
景
の
も
の
と

）
二
枚

あ
っ
て
は
住
所
地
（
そ
の
者
が

所
在
地
を
含
む
。
）
を
管
轄
す

県
内
の
営
業
所
の
所
在
地
を
管

者
に
あ
っ
て
は
、
山
口
県
内
の

受
け
た
後
、
当
該
警
備
業
務
に

と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
能
力

間曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
二
日
（

者
の
数
が
受
検
定
員
に
達
し
た

庁事
の
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す

部
余
白
欄
に
は
る
こ
と
。
こ
の

住
所
地
（
そ
の
者
が
警
備
員
で

を
含
む
。
）
を
管
轄
す
る
警
察

業
所
に
属
す
る
こ
と
を
疎
明
す

務
二
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証

従
事
期
間
に
関
す
る
証
明
書

認
定
書
の
写
し

と
し
、
申
請
前
六
月
以
内
に
撮

す
る
。
裏
面
に
は
、
氏
名
及
び

警
備
員
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の

る
警
察
署
、
県
外
在
住
警
備
員

轄
す
る
警
察
署

住
所
地
を
疎
明
す
る
書
面

従
事
し
た
期
間
が
一
年
以
上
で

を
有
す
る
と
認
め
る
者

金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
時
三

と
き
は
、
受
付
を
締
め
切
る
も

検
定
に
つ
い
て
の
問
合

三

九
三
三

〇
一
一
〇
せ
は
、
山
口
県
警
察
本
部
生
活
安

内
線
三
〇
一
八
）
に
す
る
こ
と
。
全
部
生
活
安
全
企
画
課
（
電
話
〇

八

八


